
第1回 企業塾 報告書 

日時：2005年 5 月 17日(火)  

講座：18：30～19：30 懇談会：19：30～20：30 

 場所：パレア第二会議室 

 参加人数：約 50 名 

 講師：石原光太郎氏（東光石油株式会社取締役社長 熊本いいくに会会長） 

         熊本いいくに会主催 NPO法人ヒューマン・ライフ・スクール共催 

  

今回のレポーターは、熊本大学理学部３年平山加奈子です。よろしくお願いします。 

 

 

いいくに会主催の企業塾は、毎回企業の経営者の方を講師としてお招きし、企業経営について、

「実学」に基づきお話をしていただきます。経営者からみた企業、経営者からみた社会、経営者か

ら見た若者など、経営者が今どんなところに眼を向け、活動をされているのかを知るには、とても

いい機会です。今回は、いいくに会会長でもあります、東光石油㈱代表取締役社長 石原光太郎

氏においでいただき、サービスステーションの経営を中心にお話していただきました！ 

 

第 1 部 講演会  

  

「今の社会は自分中心の延長になっている、だからこそ思いやり

の心、利他の心の大切さに気づくことが大切！」と、石原社長の

力強い言葉から始まった講演会。みなさんその言葉に惹かれ、

真剣に話しに耳を傾け始めました。 

そして、さすがいいくに会の会長！この自己中心的な世の中を、

企業が中心となって変えていこうという思いや、企業、社員、学

生と一緒になっていいくに築き上げていこうという、いいくに会に対する熱い意気込みも語ってくだ

さいました。 

いいくに会の活動の発端となったトイレ研修では、社長自ら、なんと素手でトイレ掃除をされたそう

です！また東光石油のサービスステーション周辺の空き

缶やタバコの吸い殻拾いも、積極的に取り組まれている

そうで、それを続けてきたことで見ていた周りの人も、自

発的に参加するようになったとのこと！まさに、地域は変

わるんですね！このようなことをしていくうちに、心の交流

が生まれ、またこういうものこそ日本人のすばらしさでは

ないかと、お話していただきました。 



また、企業経営に関しては、とてもわかりやすく、自社の変化についてもお話していただきまし

た。 

=====＜以下、石原社長のお言葉＞===== 

日々変化していく世の中で競争を勝ち抜くには、変化

を真正面から受け止めることが必要。それから原点に

帰り考えてみたとき、本来、自分たちの利潤追求ではな

く、お客様の安全性、快適性、経済性を徹底追及し、そ

れを供給していかなければならないのではないか。 

モノ＝商品ではなく、商品＝モノ＋α(元気・知識・笑

顔・安さ、思いやり)。お客様はモノで感動するわけでは

ない。この＋αによって感動するのである。そして、この

感動こそが、信用、信頼へと結びついていくそうだ。だからこそ積極的にそのプラスαを作り上げ

ていかねばならない。 

 

このお話の中でご紹介いただいた、稲森和夫氏の「人生・仕事の結果＝能力×熱意×考え方」

という式は、特に学生にとってはとてもためになるお話でした！ 

 

能力とは、頭脳のみならず健康や運動神経も含みますが、多分に先天的なもの。しかし、熱意は、

自分の意志で決められます。この能力と熱意はそれぞれ 0％～100％まであり、それが積でかか

ると考えると、情熱を燃やして努力した人の方が、はるかに素晴らしい結果を残すことができるの

です。 

 そして、これに考え方が加わります。考え方とは、人間としての生きる姿勢でありマイナス 100％

～プラス 100％ まであります。つまり、悪い方向への考えを持てば、マイナスがかかり、人生や仕

事の結果は、能力があればあるだけ、熱意が強ければ強いだけ、大きなマイナスとなります。 

 素晴らしい考え方、つまり人生哲学を持つか持たないかで、人生は大きく変わってくるということ

です。 

 人生において、どんな人と出会うかでもまた変わり、その出会う人が、どういうもの考え方をする

人かということを見極めることも必要である

と。 

 

学生のみなさんには、ちょっと難しかったかも

知れませんが、みなさん真剣に話を聞いてい

ました。石原社長が、今どんなことを考えなが

ら仕事をされているのか、少しわかったような

気がします。 

 




